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専門高校と産業界の連携における課題

①連携した取組が少ない
②連携の進め方や配慮点が不明
③ニーズ等が異なり、連携が進みづらい
④教員が多忙なため企業等と調整不足

横と縦の糸で
専門高校の

つながりを支援

次世代半導体製造拠点の立地や洋上風力発電の導入など、産業構造が大きく変化している中、地域創生を担う産業人材を育成している専門高校と産業界
をつなぎ、産学連携を強化するとともに、専門高校の価値や魅力を広く発信し、魅力ある北海道を創る人材育成を推進する。

専門高校 産業界

産学連携コーディネーターの役割

産学連携シンポジウムなど、産学連携に
資する機会を創出し、専門高校と産業界等
を、学科の特性に応じて人的につなげる

静内農業高校の取組

【データベース】
・農業分野
○○ ○○
△△ △△
・工業分野
▲▲ ▲▲

有識者で構成し、
本プロジェクトの推
進に向けて、専門高
校の視察や産学連携
に関する協議を行い、
専門的見地から指
導・助言

産学連携
コーディネーター

※持続可能な、ずっと続いていける

専門高校と産業界がサステナブル※につながる

本プロジェクトのゴールイメージ

◆ONE-TEAMコミッティを設置し、広域分散型の本道における産学連携の
推進に向けて、拠点校と協力しながらプロジェクトを展開

◆産学連携コーディネーターを配置し、専門高校の産学連携を支援
◆専門高校を拠点とした地域創生や地域人材の育成に資する取組を推進
◆専門高校の価値や魅力を産業界や中学校に普及・啓発

謝金等が不要で出前授業等が可能な
職業人をデータベース化したリスト（R6作
成）をアップデートし、産学連携を促進

DXを活用して働く専門高校の卒業生や、
産学連携、学科の垣根を越えた連携など
の事例を紹介するおしごとガイドブック
2025を制作し、中高生や経済団体に配付

管理機関の役割

◆人のつながりを生む機会を創出

◆産業実務家教員リスト2.0の作成

◆新たな産業や専門高校への理解促進

北の専門高校プラットフォームを創設

※委員会

コミッティ
※

ＫＰＩ

のつながり

専門高校が学科の垣根を越えて連
携し、効果的な職業人材育成システ
ムを、他の専門高校に自走可能な形
で横展開

専門高校と企業や中学校との縦の
連携を促進するとともに、地域創生
を担う産業人材を育成している専門
高校の価値や魅力を広く発信

【横展開のイメージ】
◆北海道を４つの圏域に分割し、それぞれの
圏域に拠点校を配置

◆各圏域ごとに参集によるイベントの開催が
可能になり、地域に根差した活動が可能

【拠点校の役割】
◆管理機関と連携し、他の専門高校や産業界
の関係者等に対して、産業界と連携した効
果的な取組やその成果等を広く発信

横展開のイメージと拠点校の役割

❶ 産業界との連携・協働体制を組織的に構築で
きている専門高校の割合（道立の専門高校56校）
【R5: 7％ ▶ R6:46％ ▶ R7:50％（目標値） 】

❷ 産業界の有識者を招いた協議等の機会を設けて、地域
の人的・物的資源を活用しながら教育活動を行っている
専門高校の割合（道立の専門高校のうち、農工商水54校）
【R5:54％ ▶ R6:63％ ▶ R7:91％（目標値）】

達成
目標

ONE-TEAMコミッティの発足

のつながり

令和７年度 マイスター・ハイスクール普及促進事業（先進的取組型）

横 縦

※R5、R6は実績値



【主な内容】

◆本プロジェクトの取組や専門高校における

産学連携の好事例、各種イベント等の情報

を掲載し、専門高校や産業界等に広く発信

【成果】

●専門高校や産業界の情報を広く普及・啓発

●産業界関係者からは「専門高校の取組が知

れるので発行が楽しみ」との声が多数

生徒が新たな産業を学ぶ機会を創出

エアシャワーを浴びる高校教員

（半導体実践セミナー2025）

教員等向け各種セミナー

洋上風力発電施設見学バスツアー

専門高校の価値や魅力の発信

専門高校魅力発見ミーティング

（アーカイブ配信チラシ）

産学連携シンポジウム

産学連携コーディネーターの
ファシリテートによる生徒の協議

高校生チャレンジ in どさんこプラザ

店舗前で商品を販売する生徒

専門高校の のつながり（学科の垣根を越えた連携） のつながり（産業界や中学校との連携）を結んだ12本の糸

ONE-TEAMニュース（第８号）

ONE-TEAMニュース
【主な内容】※道経済部と連携した取組

◆半導体

大学教授や企業の技術者を講師とした出前講

座を、高校27校で実施

◆洋上風力発電

企業の技術者を講師としたオンライン併用に

よる出前講座のほか、見学バスツアーを開催

【成果】

●新たな産業について、生徒が実践的・体験的

に学べる機会を創出

【主な内容】

◆関係機関等と連携して各種セミナーを開催

▶ 建設DX ▶ 半導体 ▶ 観光産業

▶ 洋上風力発電 ▶ スマート農林水産業

【成果】

●新たな産業への教員等の理解促進

●参加対象を幅広に設定したことで、中高の

教員、産業界関係者や中高生保護者など、

多くの方が参加［参加者計：約160名］

【主な内容】

◆専門高校の価値や魅力を掲載した「専門高校魅

力発見ガイド」を制作して全道の中学校に送付

◆中学生やその保護者、中学校教員等を対象に、

専門高校の在校生と卒業生がトークセッション

を行うイベント「専門高校魅力発見ミーティン

グ」を開催してアーカイブで配信（公開中）

【成果】

●中学生やその保護者の専門高校への理解を促進

【主な内容】

◆拠点校や産業界の関係者による事例発表、

生徒も交えたパネルディスカッションやグ

ループ協議を行うイベントを４圏域で開催

【成果】

●４会場合わせて、専門高校の教員と生徒、

産業界関係者の約200名が参加

●教員と産業界関係者が、産学連携のノウハ

ウや持続可能な産学連携の在り方を共有

【主な内容】

◆農業・商業・水産科の生徒が、学科の垣根を

越えて連携し、企業と協働で開発した商品を

JR札幌駅構内にある北海道のアンテナショッ

プ「どさんこプラザ札幌店」で販売

［参加校数：７校、出品商品数：９品］

【成果】

●６次産業化を体験的に学ぶ機会を創出

●専門高校の価値や魅力を発信

横 縦
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ONE-TEAMフォーラム Ｓ７サミット（専門高校代表者会議）

建議（概要版）

専門高校ユナイテッド産業実務家教員リスト2.0／産業実務家教員ミーティング

産業実務家教員による発表資料

おしごとガイドブック～2025年度版～

北の専門高校ONE-TEAMフェスタ（成果発表会）

【主な内容】

◆拠点校を会場として、教員や産業界関係者が

外部講師による出前授業を見学した上で、意

見交換を実施［参加者数：４会場計約150名］

【成果】

●参加者アンケートでは「出前授業を見学したこ

とで、産学連携を身近に感じることができた」

や、「具体的な連携のイメージを描くことがで

きた」などの回答が多数

【主な内容】

◆専門高校や中学校の代表校長、経済団体関

係者等が、第29期北海道産業教育審議会建

議（R7.11）の内容を共有した上で意見交換

を実施

【成果】

●高校と産業界の関係者が、産業教育の課題や

今後の在り方を共有し、「一緒に人を育てて

いる」といった意識を醸成する必要性を理解出前授業の見学（道北会場）

【主な内容】

◆北海道、福井県、熊本県の専門高校の生徒や教員

が、産学連携における先進事例の共有やグループ

協議を行うオンラインイベントを開催

［３道県の参加者数：生徒14名、教員13名］

【成果】

●道や県の垣根を越えて、地域産業の魅力や産学連

携における先進的な取組を共有

●令和８年度は参加地域を拡大して開催の予定

【主な内容】

◆専門高校の生徒や教員、産業界関係者、中高生の

保護者等が参加し、産学が連携した学びによる成

果発表や交流会を行い、YouTubeで全国に配信

［参加者数：254名］

※参集168名（うち生徒34名）、オンライン86名

【成果】

●生徒・教員と産業界関係者の交流が実現

●専門高校がもつ価値や魅力を広く発信

【主な内容】

◆R7に作成した産業実務家教員リストをアッ

プデート［R8登録数：52事業所等］

◆リストの登録企業や、今後の登録に関心の

ある企業を対象としたミーティングを開催

し、事例発表や意見交換を実施

【成果】

●産業実務家教員同士の横のつながりを強化

●産業界におけるリストの認知度向上

【主な内容】

◆中高生が新たな産業や働き方に関する理解

を深めて職業を選択することや、中学生が

専門高校の魅力や学習内容等を踏まえて進

路を選択することをねらいとして、ガイド

ブックを制作し、中高１、２年生に配付

【成果】

●中高生やその保護者、教員の新たな産業や

専門高校への理解を促進

〇 産学交流の機会を創出し、相互のニーズを把握
〇 連携可能な企業情報や専門高校の価値･魅力を発信
△ 連携の持続化と効果を実感できる一層の工夫

次年度以降の取組

将来

本事業における【成果〇】と【課題△】 今後の目指す姿

地域創生の実現地域を支える
最先端の職業人材の
持続的な育成

対応 ◆産業実務家教員リストのアップデートと活用促進
◆学校と産業界が「一緒に人を育てていく」という
意識を醸成している事例を広く普及・啓発
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交流会の様子

道や県の垣根を越えた連携


